
産地パワーアップ事業の取組事例 （愛媛県）

取組の概要

取組の概要 ：主力柑橘の同一品種への改植

計画作成主体：南予地域果樹産地協議会

対象品目 ：かんきつ（宮川早生、南柑20号及び今
津ポンカン(産地面積:955.3ha)）

主な取組主体：えひめ南農業協同組合

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：生産支援事業（同一品種の改植）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状：H27年度〉

〈目標：H39年度〉

産地面積：955.3ha

農業者数：1,206名

販 売 額：324,532円/10a

事業効果

357,310円/10a
324,532円/10a

Ｈ27年度 Ｈ39年度

○主力柑橘である早生みかん、南柑20号及
び今津ポンカンの単位面積当たりの生産
量増加により販売額を増加。

○園地の若返りにより生産量とともに品質
向上を推進。

推進体制

地域の関係者（愛媛県南予地方局、宇
和島市、えひめ南農業協同組合）が連携
して、技術指導、ブランド化支援を行う
ことにより、事業を推進。

地域の主力柑橘である宮川早生、
南柑20号、今津ポンカンについて、
園地の若返りのための植え替えを
行うことにより、生産力を向上さ
せ、産地として果樹の販売額の10
％以上の増加を実現する。

地域における独自の取組

樹冠上部摘果や後期重点摘果などによ
る高品質果実安定生産への取組。光セン
サーを活用した外観・内部品質の選果管
理。

活用予定なし。

〈県・市町村単独事業〉

〈主な取組〉

＋10.0％

地区の概要

愛媛県宇和島市
宇和島（えひめ
南農業協同組合
管内）地区

～対象品目の販売額～

産地面積：955.3ha

農業者数：1,206名

販 売 額：357,310円/10a


